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　20１５年 ４ 月 ６ 日 から ５ 月 １ 日 までの ４ 週 間，アメリカ カリフォルニア 州 サンディエゴにあるUniversity 
of California, San Diego (UCSD)　The Department of Pediatrics　Kawasaki Disease Research Centerにて
実習を行いました。実習中はアメリカの医療を間近で感じ，日本との違いに日々驚きました。今回，この実
習で学んだことをご報告したいと思います。
1 ．海外実習を希望した理由
　私がこの海外選択制臨床実習に興味を持ったのは ４ 年生の頃でした。英語に全く自信がなく初めは迷って
いましたが，このような機会は滅多にないと思い，参加を希望しました。
2 ．実習までの準備
　実習先をUCSDにしたいと決めてから， 9 月頃にUCSDの公的留学生受付に申し込みましたが，不可とい
う返事が返ってきました。そこで，小児科の市田先生にご相談し，Kawasaki Disease Research Centerの
Dr.Burnsに受け入れをお願いしていただき，実習をすることができるようになりました。その後，１2月頃
から航空券を手配したり，宿を探したりしました。宿に関しましては，始めは去年の先輩方と同じマンス
リーホテルにしようと考えていました。しかし，Dr.Burnsの知り合いがホームステイを受け入れていると
紹介してもらい，ホテルで二人で過ごすよりも，せっかくなら多くの人と関われるホームステイの方が自分
たちにとっていい経験になるのではないかと考え，ホームステイをさせていただくことにしました。その後
徐々に予防接種やレンタカー，保険，携帯など，必要なものを準備していきました。
3 ．実習について
　実習は，Kawasaki Disease Research Centerと，Dr.Burnsが週一回外来をもつRady Children’s Hospital，
Rady Children’s Hospitalに隣接しDr.Burnsの旦那さんが働いていらっしゃる循環器専門のSharp Hospitalで
行いました。Research Centerでは週一回，ラボミーティングに参加しました。Research Centerには清水
先生と沼野先生という 2 人の日本人の先生もいらっしゃり，実習期間中は大変お世話になりました。沼野先
生が循環器専門ということもあり，週 2 回ほどSharp Hospitalで循環器カンファレンスに参加したり，カ
テーテル治療（TAVIなど）を見学させてもらったりしました。Rady Children’s Hospitalでは一日中川崎病
の患者さんの外来を見学しました。仕事を細かく分担し効率よく働いているところが日本と少し違うと感じ
ましたが，患者さんへの接し方は日本もアメリカも変わらず，患者さんと信頼関係をしっかり築いているド
クター達はとても素敵でした。また，Dr.Burnsの計らいでUCSDの医学部 2 年生の免疫の授業やグループ
ワークにも参加させてもらうことができました。グループワークの際にみんなのプレゼンを聞いたのです
が，どの生徒もわかりやすく面白く相手に伝えようとしており，とても楽しんで聞くことができましたし，
自分もこんなプレゼンができるようになりたいと刺激を受けました。最終週には運良くサンディエゴで全米
小児科学会が行われており，それに参加させてもらうことができました。専門的なことに加え英語であると
いうこともあり，発表の内容を理解することはとても難しかったのですが，本当にいい経験になったと思い
ます。
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4 ．生活について
　一ヶ月間レンタカーを借りていたので，普段大学や病院に行くのも車を使いました。慣れない道は初めは
少し怖かったのですが，とても便利で借りて良かったと思っています。サンディエゴはほとんど毎日晴れて
いて天気がよかったので，大学終わりに近くの海に行ったりもしました。休日は車でロサンゼルスに行った
り，ハイキングをしたり，ホームステイ先のご家族とパーティーを開いたりと，一ヶ月間本当に楽しく充実
した毎日を過ごすことができました。
5 ．最後に
　今回の一ヶ月間で，世界にはいろんな人がいることや地域によってやり方や考え方が違うことなど，わ
かっているつもりでしたが，違う世界を少し見てみて改めて気付かされたことが多くありました。また，英
語が拙いというだけの理由ではなく，自分自身の考えをしっかり持っていないために，何か質問されたとき
にはっきりと答えられないという状況が多々あり，落ち込んだりもしましたが，自分と向き合うことができ
るいい機会になったと思います。最初は迷っていましたが，今はこの海外選択制臨床実習に参加して本当に
良かったです。
　最後になりましたが，実習を行うにあたってご尽力くださった小児科の市田先生をはじめ，お世話になっ
た多くの方々に心から感謝いたします。本当にありがとうございました。
↑Dr.Burnsと ↑Dr.Tremoulet，看護師のJaneと
↑Japanese food partyを開きました ↑沼野先生とPotato Chip Rockにて
